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特集：博物館事業の活性化～記憶に残る事業の法則～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　第19回研究発表大会から

Ⅰ．事例発表まとめ

　東日本大震災から約１年後の平成24年 2 月24日（金）、名古屋市科学館において第19回全国科学博物館協議会研究

発表大会を開催した。本大会の特別講演、基調講演及び事例発表については、すでに各加盟館園へ資料を配付させていた

だいていることから、今回は、事例発表のまとめ及びポスターセッションの内容についてご報告させていただく。

　今回のテーマ「博物館事業の活性化～記憶に残る事業の法則～」は、皆様から寄せられる各館の事業事例の中から博物

館事業を活性化させる共通点を探ることはできないかという意図から設定されたもので、前年の秋に各加盟館園からの事例発

表者を公募により募集させていただいた。多くのご応募をいただいた中から５名の方に口頭発表をいただき、また、７名の方に

はポスターセッションにより発表いただいた。

　今回、東日本大震災という「記憶に残る時期」に「記憶に残る事業」というテーマで大会を行ったことは、博物館が人々に対

してさまざまな意味で「記憶を残す」触媒として、大きな役割を果たしていることも再認識でき、まさに時宜を得たテーマであった

のではないだろうか。

　大会は、約90名の方々に参加いただくとともに、多くの皆様の協力により今年も無事に終えることができた。特に、名古屋市

科学館の石丸館長をはじめとする関係者の皆様に大変お世話になったこと、この場を借りてお礼申し上げる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（国立科学博物館連携協力課長・本紙編集委員　高尾　敏史）

　前日総会での海外視察研修の報告、社会教育課長によ

る博物館行政に関する報告、そして益川先生・杉山先生

による記念講演「現代社会と科学」を含め、研究発表大会

での講演、事例発表を振り返り、（財）全国科学博物館振

興財団の高安礼士氏にまとめを行っていただいた。

科学政策と科学教育の歴史的流れ

　1960年～70年代は「科学技術が未来を創る」と言われ

ていた時代である。国際的に科学技術競争が激しくなり、

原子力や宇宙開発が盛んに行われ、同時に科学教育の重

要性も再認識され、日本でも第一次科学館ブームがおこっ

た。1980年代に入ると科学技術振興のための普及啓発が

行われるようになり、日本の場合は旧文部省と科学技術庁

の二通りの科学教育に関する政策がなされていくことに

なる。

　1990年代からは、科学技術のブラックボックス化、科学

離れが憂慮されだし、1995年には、科学技術創造立国を目

指し、科学技術振興の方針と基本方策を明らかにするとと

もに、関連施策の総合的、計画的、かつ積極的な推進を図

るために、科学技術基本法が制定された。その科学教育

施策の華やかなりし頃行われたのが、1985年のつくば科学

万博であり、1992年からの青少年のための科学の祭典で

ある。これらの施策は科学技術に関する興味・関心を育て

るという、いわゆるトップダウン型の理解増進活動であった。

　ところで、科学技術の発展は、経済的豊かさをもたらした

一方、環境問題等の新たに解決しなければならない負の側

面も生み出した。このような負の側面もまた、科学技術の適
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図 -1　博物館資料活用の 3視点

＜本質的価値＞
　個人文脈に基づく活用
＜学術的価値＞
　研究文脈に基づく活用
＜機能的価値＞
　観光等の政策的･経済的文脈に基づく活用
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時・適切な利用によって解決すべきである、という認識のも

と、1999年に国連教育科学文化機関（ユネスコ）と国際科

学会議（ICSU）の共催によりハンガリーの首都ブダペストで

世界科学会議（ブダペスト会議）が開催された。この会議は、

これからの科学技術、さらには科学の在り方を科学者の側

から見直すという世界的な転機となった出来事であり、日本

でも科学技術基本計画において、従来のトップダウン型の理

解増進ではまずいのではないか、社会の中における科学、

社会のための科学といったことを考えるために、科学技術コ

ミュニケーションの推進、といったことが言われ始めた。それ

らを受け、2005年からは、国立科学博物館、日本科学未来

館、国立天文台、また東京大学や北海道大学などで科学

技術コミュニケータ、または科学コミュニケータの養成講座

が始まった。

　こうした科学教育を取り巻く状況の変化は、日本や欧米

諸国のみならず中国や韓国の東アジア諸国の科学博物館

の在り方にも影響を与えている。欧米の伝統的な博物館資

料を活用した教育普及事業から、経済的な発展と充足がも

たらされた時代の状況に対応した＜個人の「記憶に残る体

験」＞が求められることとなったのである。

博物館資料活用の３視点

　博物館資料を活用するのは博物館事業として当然重要

であるが、博物館資料の活用には大きく言って３つの視点

がある、とイギリスの研究者ジョン・ホールデン（英国シティー

大学客員教授、政策シンクタンクDEMOSアソシエイト）は

言っている。

　一つは、個人的文脈に基づく活用で、一般の人がある資

料を見たときに、自分にとってどのような意味があるか、例え

ばこれはおじいちゃんが使っていたよな、とか絵本や教科書

で見たとか、そういう個人的な文脈で資料を探る、それが、

本来資料が持っている「本質的価値」である。もう一つは、

学芸員、大学教員、研究者から見た資料の価値で、学問

体系の中でどのような位置づけにあるのかというような「学

術的価値」である。もう一つ、これは今まで見過ごされてき

たのだが、博物館の経済的、政策的な効果であるとか社会

的な価値である。名古屋市科学館の発表はまさにこのこと

であったと思うが、このような「機能的価値」をどう表現でき

るかということが、これからの我 に々は求められているのでは

ないだろうか。

　また、科学そのものも、20世紀の物理が中心となった科

学の分野から、生物の方へその領域が変化している。科学

教育も変化を求められている中、当然のことながらその一翼

を担う科学系博物館も変化すべきであろう。

記憶に残る事業の法則

　事例発表からも分かるとおり、科学系博物館の事業は、

活動対象や連携先が博物館法で規定されているよりかなり

広い範囲でとらえられており、各館でのマネージメントも様々

な方向性が試みられて、記憶に残る事業となっている。

　博物館事業活性化のためには、以下の点が重要である。

①地域の課題や利用者のニーズに対応した「テーマ」につ

　いて、博物館の学習理論に基づくプログラム開発を行う。

②利用者の参加性を高めた「事業計画」がキーポイントとな

　り、利用者とのコミュニケーションの活性化とその方策を

　探る。

③「活動テーマ」のみならず、館全体の「ミッション・マネー

　ジメント」の確立。

④館独自の「博物館資料」に基づく事業を考える。

　博物館が住民や連携先とどうコミュニケーションするか、

博物館法に規定されたことだけやっていればよい、というの

ではなく、これまで以上に新しい表現、新しい時代のコミュ

ニケーション方法を独自に開発していかなければならない。

③の館全体の「ミッション･マネージメント」についても、特に

これまであまりきちんと議論されていなかったのではないだろ

うか。今回のテーマである「記憶に残る事業の法則」とは、

「個人文脈に基づく資料の活用」と「社会との新しい関係

性の構築」という意味に他ならない。
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　2006年、群馬県立自然史博物館は開館10周年を迎え、
新たな教育普及事業の導入を図った。その一つが、エンター
テイメント的要素を伴った展示解説である「ミュージアム・ナ
イト・ツアー」であった。
　博物館でディズニーランドのジャングルクルーズ的なイベン
トはできないか？群馬サファリで行われているナイトサファリの
博物館版はできないのか？との思いで構想を練り始めたこ
の事業は、「参加者だけの展示室で」、「夜の博物館だか
らこそ体感できる異空間を」、「“知識の伝達者”から、驚き・
喜び・怒り・嘆きの感情表現による“体感の伝達者”へ」
のコンセプトのもと、学芸と教育普及の両係の協働で2006
年秋にスタートした。
　有名映画のキャストに扮したガイドが十数名のゲスト（参
加者）を案内するツアーは、「大空を舞う翼竜や巨大隕石
の落下」、「展示室を徘徊するライオン」、「突然照らし出さ
れる化石発掘サイト」、「闇夜に光る野生動物の目」など、
年を経るごとにお手製の仕掛けや映像ソフトなどの新たな演
出が加えられ、ゲストを魅了している。
　毎年、幾度となく行われる会議と解説（演技）練習やリ
ハーサルは、ツアーのクオリティーを向上させ、ゲストの喜び
へと繋がっている。そして、ツアーを創造し提供する喜びは、
スタッフの意識を高め、次なる創造への意欲へと結びつい

UENO MUSEUM WEEKS
―博物館と街とを繋ぐ
　コラボレーション・ネットワーク―

 国立科学博物館　西村　美里

　毎年５月18日はICOM（国際博物館会議）が制定する
国際博物館の日である。国立科学博物館（科博）は2002
年から、近隣の博物館や商店等と連携し、この日の前後 2
週間を『上野ミュージアムウィーク（UMW）』として、無料入
館や記念講演、博物館グッズプレゼントなどのイベントを実
施してきた。
　上野公園は科博の他、東京国立博物館（東博）、恩賜

上野動物園等９つの博物館・美術館を有する文化ゾーン
である。徒歩圏内には老舗レストラン・店舗が並ぶ商店ゾー
ンがあり、地域の発展と文化の再発見を目指す経営者たち
により上野のれん会が結成されている。
　UMWの目的は、文化施設の活性化に留まらず、施設を
街の観光資源として捉え、施設間・ゾーン間での来訪者の
流れを作ることにある。科博と動物園・東博は合同で博物
館・動物園セミナーを実施している。毎年１種の動物をテー
マに１日３施設を巡り、動物の生態・骨格・分類や文化
的背景を学ぶという内容で、複数施設を回れること、１種の
動物を様 な々角度から見られることなどから、例年参加者の
満足度の高い企画となっている。また、ゾーン間の往来を促

Ⅱ．ポスターセッション

ミュージアム・ナイト・ツアー
 群馬県立自然史博物館　三田　照芳

ている。私の手を離れ７年目を迎える今年のツアーも、一期
一会の思いのもと、新たなスタッフが加わり、両係の協働で
改善されるはずである。
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「教員のための博物館の日」を
開催しませんか？

 国立科学博物館　久保　晃一

　「教員のための博物館の日」の対象は、「博物館に興味
がない」「博物館が授業に使えることに気付いていない」学
校教員である。そうした教員に博物館に来館し、博物館を
学習資源として認識してもらうことで、博学連携を担う人材
の裾野が拡がることを目指している。具体的には、教員向け
の特典（無料入館、限定イベント、売店の割引等）を用意
し足を向けさせ、イベントや資料提供等を通じて博物館の
「楽しさ」「授業で使うヒント」等を知らせる。ブース形式のプ
ログラムを複数用意することで、教員は興味の度合や目的
に応じて主体的に参加することが出来る。また博物館職員
にとっても、ブース出展の場などで幅広い層の教員とのコミュ
ニケーションの機会となるため、提案したい利用方法を伝え
たり、気付かなかった利用方法を発見したり出来ることも事
業の特徴と言える。本事業の開催により博物館職員と学校
教員が互いに近しい存在であると感じ、博物館と学校の相

進するため、文化施設とのれん会店舗のスタンプ各１個を
集めてプレゼントに応募するスタンプラリーを行った。2011年
度の当選確率は３倍とまずまずの応募状況であったが、有
名店のスタンプに偏りがちで来訪者の均等な分配に繋がっ
たかは疑問が残る。
　開始から10年を経てUMWの認知度は向上した。公式

ホームページのアクセス解析では、UMW初日と５月18日に
アクセス数が伸び、閲覧者の興味の高まりがうかがえた。今
後は地域外からの来訪者の増加を目指し、JRなどの公共
交通機関、東京スカイツリー等の観光施設とも連携を図りた
い（発行日現在、JR東日本と広報提携済）。
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地域の博物館と市民でつくった
レッドデータブック

 みなくち子どもの森自然館　河瀬　直幹

　滋賀県甲賀市では、平成19年に甲賀市レッドデータブッ
クを刊行した。市立の自然博物館である「みなくち子どもの
森自然館」では、平成16年度から、学芸員を中心に、調査・
編集・執筆など事業進行に全面的に携わった。
　甲賀市レッドデータブックでは、９つの分類群の動植物を
扱っており、市外の専門家の協力も得て、市域で実施され
る環境影響評価等に利用できるリストアップを行った。また、
自然に関心の高い市民が、読み物として楽しんだり、生き物
調べに利用できるよう、甲賀市の自然地理や市内に存在す
る主な生態系について解説し、どんな環境変化が起きてい
るかを示した上で、レッドリスト種の説明をする構成とした。
　この事業では、地域の博物館として重要な成果も得るこ
とができた。まず、５町が合併して甲賀市となった直後の事
業であり、市域の自然を把握し、標本や資料を得ることにつ
ながった。それらは平成19年度の自然館の特別展となり、
広報や観察会などで希少種について解説する際の資料とも
なった。しかし、最も意義があったのは、市内の自然に関心
が高い人たちと知り合うことができ、有力な館の協力者がで
きたことであった。
　今後の課題として、市民から「普通の生き物との比較」「希
少種の具体的な保全方法」等について要望があり、対応し

観察会からの脱皮　－モニ1000里地
調査への参加と百博会の運営について－

 岐阜県博物館　説田　健一

した。公園は岐阜県関市の100haあまりの丘陵地にあり、オ
オタカやギフチョウなどの希少な生物が生息するなど、豊か
な里山の自然が残っている。博物館では、開館以来、公園
に生息する生物の調査や観察会を行ってきたが、来園者が
より気軽に公園の自然を楽しめるよう、平成17年（2005）か
ら、月例の観察会「里山ウォッチング」を始めた。予約が必

互理解につながることも期待している。
　国立科学博物館では本事業を平成20年度より開始し、
平成22年度からは共催という形で地域の博物館でも開催
している。開催にあたっては地域のその他社会教育施設
（人文系、美術系博物館等を含む）とも協力することで、特
定教科以外の教員が参加するきっかけや、各施設及び参
加者が「地域の教育的課題」を共有する機会となっている。

　多くの教員によって地域の教育資源を活用した授業が実
施されるためには、本事業が継続的に開催されることが望
ましい。そのためには既存の資料やイベントを活用する形で、
開催館の負担を軽減することも重要である。各館での開催
形態や地域の教育的課題についてもノウハウが蓄積されつ
つあり、それらを活用することで、新規参加の博物館でも大
きな負担なく開催することが可能である。

たい。また平成24年度は、この甲賀市レッドリスト改訂の年
である。現在、５年間の課題解決や変化の把握に努めて
おり、地域の自然館として継続した調査の意義を感じつつ、
作業を行っている。
＜入手方法について：　http://www.city.koka.lg.jp/4329.htm＞

　岐阜県博物館（以下、博物館と表記）は、昭和51年
（1976）に岐阜県百年公園内（以下、公園と表記）に開館
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博物館内の体験プログラムから発展し、
新たに生まれた事業  －被災地支援
子どもワークショップの実施－
 大阪市立自然史博物館　川端　清司・釋　知恵子

　大阪市立自然史博物館では、毎月数回、子ども向けの
体験プログラムとして、「子どもワークショップ」を行っている。
展示室内で実施することを基本とし、展示の内容を楽しく伝
え、子どもたちの興味関心や理解を深めることを目的にして
いる。この既存のワークショッププログラムをベースに、東日
本大震災による被災地支援の子どもワークショップが展開さ
れた。
　平成23年度に行った被災地支援ワークショップは、岩手
県大船戸市、陸前高田市など5市町村 6カ所、5日間。実
施主体は、大阪市立自然史博物館の標本作製サークル「な
にわホネホネ団」、大阪市立自然史博物館、博物館の友の
会が母体になっている特定非営利活動法人大阪自然史セ
ンターと、現地の受け入れ団体や博物館で、多くはボランティ
アの力による。当日は複数プログラムを実施したが、このプロ
グラムのベースになったのが、自然史博物館で実施されて

要ないこともあり、年々多くの人が観察会に参加するようにな
り、リピーターからは「もっと詳しく調べたい」「公園の自然を
生かした活動がしたい」など多様な要望が聞かれるように
なった。
　博物館では、こうした要望に応え、さらに博物館と公園の
魅力を高めるために、平成20年（2008）から環境省事業「モ
ニ1000里地調査」に参加し、平成23年（2011）からは公
園と博物館が連携して行う事業「百博会」を運営している。
「モニ1000里地調査」は、全国同一の方法で調査を行い、
環境の変化を把握し、保全活動に生かすことを目的として
いる。
　博物館では、公園で、植物相、鳥類、中・大型哺乳類、チョ
ウ類の 4 項目について調査を行っている。「里山ウォッチン
グ」参加者を中心に、年間、のべ約400名程度のボランティ
アが調査に参加している。また、「百博会」は公園の資源
を使った継続的な活動を行うことで、参加者の自己実現及
び博物館と公園の活性化を図ることを目的としている。現在、
公園の自然がもたらす恵みを利用しながら、「モニ1000里
地調査」の結果に基づく公園の自然の管理や来園者への
サービスなど、活動の方向を模索している。
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カフェイベント　はちみつカフェ
伊丹市昆虫館　坂本　昇

　伊丹市昆虫館は生きた昆虫の展示を中心とした博物館
である。昆虫に関心がある人だけではなく、ふだん昆虫や
生き物になじみが少ない人にも足を運んで頂けるよう、様々
な切り口の事業に挑戦している。そのひとつとして開催した
のが、特別カフェイベント「はちみつカフェ」である。通常飲
食禁止である館の展望テラスに 1日限りのカフェをオープン
し、飼育しているミツバチが集めたハチミツを使用したトース
ト、スイーツやドリンクを提供した。来館者にくつろぎながらハ
チミツを味わってもらうと同時に、ミツバチの暮らしから自然の
仕組みに興味をもっていただこうとしたイベントである。当日
はハチミツがつくられる様子からミツバチの生態を知ってい
ただくため、巣箱を覗くイベントやミツ絞りの実演も開催した。
　2006年 から2008年の間に毎年開催し、毎回1,200名を
超える来館者でにぎわった。他年度同時期の来館者数が
700～ 900名程度のため、当イベントの人気ぶりがうかがえ
た。また開催後は、「ハチミツのイベントが楽しかった」、「あ
のイベントのために久しぶりに昆虫館に行った」などの声を
主婦層から聞くことが多くなり、ふだん来館しない利用者層
を呼び込む効果があったと考えられた。「ハチ」は怖いイメー
ジのある昆虫だが、「ハチミツ」は人々の暮らしの中で日常
的な存在である。このように、利用者にとって親しみがある
題材であるうえに、「伊丹市昆虫館で収穫した」という市販
品との差別化が図られていたこと、加えて巣の観察など、
非日常的で専門的な体験を提供したことが、多くの人の関
心を呼ぶ結果につながったと考えている。残念ながら近年
は飼育ミツバチ群の成育状況が悪く開催できていないが、
状態の良い群を育成し定期的に開催できるよう準備中で
ある。

いるワークショップである。
　例えば、自然史博物館で行っている「恐竜はりえ」という
ワークショップでは、常設展示にいる恐竜をとりあげ、子ども
たちに恐竜の色を想像して、貼り絵を楽しんでもらっている。
これを展開した被災地支援のプログラムでは、その地域の
自然に興味を持ってもらえるよう、地元で見つかる恐竜やア
ンモナイトを取り上げた。また、陸前高田市出身の博物学者
である鳥羽源蔵氏が80年前に記録した地元の子どもが

行っていた貝遊び体験コーナーを作り、地元の伝統的な遊
びを掘り起こした。このイベントもまた、これ以前に自然史博
物館内で実施したプログラムである。
　プログラムを一から立ち上げるのには、時間と手間がかか
るが、既存のプログラムを利用することで、現地に合わせる
アレンジに時間をさくことができ、不慣れな場所での段取りを
見通せ、効果的な展開ができた。現在も被災地支援のワー
クショップは継続し、次の企画も進行中である。
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　前回につづき、海外の博物館界でのクラウド・コンピュー

ティングの導入状況の一端を紹介します。

■クラウド・コンピューティングの特色

　一般的に内外のビジネスの現場で急速の普及しているク

ラウド・コンピューティングについての定義は多数あるが、こ

れらに共通していることは、クラウド・コンピューティングがイ

ンターネットを基本的な条件としていることである。これを前

提に、やや乱暴ではあるが、クラウド・コンピューティングの

特色を整理すると、次のようになる。

  ● ネットを通じて、いつでも、誰でも、どこからでも、使える。

  ● 多様な情報端末機が使える。

  ● ユーザーが使うアプリケーションは自前で揃える必要がなく、サー

　　ビス・プロバイダーが提供するアプリケーションを使える。またアプ

　　リケーションの更新の手間と費用がなくなる。

  ● 既存システムからのデータの移行がスムーズである。

  ● 大部分のクラウド・サービスは、初期登録費がいらない。

  ● サービスの利用料金は、比較的安価である。

  ● 課金システムは、従量制と定額制の両方がある。

  ● データはクラウド上のデータセンターで保存される。そのため、ユー

　　ザーは、データの保存のために自前でサーバーを用意する必要

　　がなくなる。

  ● 自前でシステムのメンテナンス保守を行う要員が不要になる。

クラウド型の基幹系システムの特色はおおむねこの通りであ

る。一方、博物館向けに開発された内外のクラウド型収蔵

品管理システムもこれと同じであり、さらに下記の特色も加え

ることができる。

  ● システムの開発者は、博物館の収蔵品管理に熟知している。

  ● システム開発企業は、クライアント・サーバー型の収蔵品管理シ

　　ステムの開発の経験が長い。

  ● 対象市場は、おおむね中小規模の博物館としている。

  ● 既存システムからのデータの移行が完全であることをうたい文句

　　にしている。

■ クラウド型収蔵品管理システム

＜システム開発企業＞

　海外で、収蔵品管理システムを開発している会社は20

社にのぼるが、そのうち8社ではクラウド型のシステムが開

発されており、すでに多くの博物館で導入されている。前回

の「海外博物館事情」で紹介したニュージーランドのバーノ

ン社をはじめ、半数の4社は既に収蔵品管理システムの開

発を専門にした老舗のシステム会社である。一方、残りの4

社は21 世紀に入って創業した新興勢力である。ニューヨー

クに本社に置くコレクトリウム社（2009年創業）にいたっては、

はじめからアップル社の携帯型情報端末機「iPad」向けの

クラウド・システムのスペシャリストとして会社を立ち上げ、

小規模美術館に多く普及している。

　エロクェント・システムズ（カナダ、1975 年創業）

　http://www.eloquent-systems.com/

　ミニシス（カナダ、1976 年創業）

　http://www.minisisinc.com/

　ギャラリー・システムズ（米国、1981 年創業）

　http://www.gallerysystems.com/

　バーノン・システムズ（ニュージーランド、1985 年創業）

　http://www.vernonsystems.com/

　コレクター・システムズ（米国、2004 年創業）

　http://www.collectorsystems.com/

　トリプルメサ（米国、2007 年創業）

　http://www.3mesa.com

　スキンソフト（フランス、2008 年創業）

　http://www.skin-soft.org/

　コレクトリウム（米国、2009 年創業）

　http://www.collectrium.com

＜登録管理対象の収蔵資料の分野＞

　現在、海外で博物館に導入されているクラウド型収蔵品

システムの数は8システム（8社）あり、いずれも登録管理

する収蔵品は美術品を対象としている。また前回で紹介し

た「eHive」（バーノン社）のように、美術品だけでなく、科

学技術史に関連した収蔵品や自然史標本、植物画、動物

画までもが登録可能になっている。

a. 美術作品専用のシステム例

　ArtApp（トリプルメサ）

海 外 博 物 館 事 情  No.110  安井 亮
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　Collectrium for Collectors（コレクトリウム）

　Collector Systems（コレクター・システムズ）

　TMS in the Cloud（ギャラリー・システムズ）

b.自然史標本、科学技術史資料を含む全分野対応のシス

　テム例

　eHive（バーノン・システムズ）

　Eloquent Museum（エロクェント）

　M3 Online（ミニシス）

　SKINmuseum（スキンソフト）

■ 基幹系クラウドシステム

米フィールド博物館等、米国の著名な博物館でクラウド

導入が続く

　内外のビジネスの世界で急速に経営や組織全体の基幹

系システムにクラウド・コンピューティングが導入されている

状況にあって、アメリカの博物館の運営者も黙って様子見を

決めこんでいないようだ。日本でも名前が知れている博物館

で、基幹系システムをクラウドに「くら替え」をした館がここ数

年間に現れており、現地で熱い眼差しで注目されているよう

だ。そうした博物館に、フィールド博物館（2008 年 3月稼働

開始）、米国ホロコースト記念博物館（2011 年 10月31日

稼働開始）、ニューヨーク近代美術館（2011 年 7月稼働開

始）等がある。いずれも、マイクロソフト社のクライアントサー

バー版基幹システム「Exchange Server 2007」からグーグ

ル社の「Google Apps for Business」にくら替えた。これに

よって、館の年間経費が大幅に節約できたそうだ（ニュー

ヨーク近代美術館では30%減）。また全職員が作成する業

務関連資料も、ファイルの形式の違いにかかわらず、集中

管理ができるようになった。興味深いことにニューヨーク近代

美術館では、グーグル社のクラウド・システムへのくら替えは

トップダウンで決まったことにもかかわらず、館内の90%を超

える職員が、既に館のメールシステムとは別にグーグル社が

提供する無料のウェブ・メール「Gmail」を仕事に使ってい

た事が、職員への調査で明らかになった。ちなみにニュー

ヨーク近代美術館では、グーグル社に全面的に依存するリ

スクを避けるために、さらに、クラウド・ストレージ・サービスを

提供している、「Salesforce.com」と「Backupfiy」とも続け

て契約を結んだ。年間 150 万人が訪れる野外歴史博物館

「コロニアル・ウィリアムズバーグ」では、従来基幹系システ

ムに使ってきたマイクロソフト社の「Exchange Server 

2007」から同社のクラウドシステム「Office 365」に2012 年

3月にくら替えた。それにより年間経費が 27,000ドル節約

できる見通しのようだ。

米国の小規模博物館でも、クラウドの導入が増加

　現在の厳しい経済環境の中で、アメリカの多くの小規模

博物館は厳しい運営を強いられている。そうしたところでは、

先述したニューヨーク近代美術館等の大規模施設と同様

に、少ない人数と少ない予算でのやりくりと効率的な運営の

ために、クラウド・コンピューティングを基幹系システムに導

入するところが増えている。メンフィスのアメリカ金工美術館

は、9名の正職員しかいない小さな非営利博物館であるが、

少ない予算で効率的な運営を行うために、エグナイト社

（Egnyte）のクラウド型基幹システム「Egnyte Hybrid 

Cloud」を2009 年に導入し、満足すべき成果が得られた

ようだ。

クラウド導入への懸念：ノルウェー技術博物館の場合

　オスロにある国立ノルウェー技術博物館（1917 年設立）

は、北欧を代表する科学系博物館であるが、2011 年 5月

に同館基幹系システムをクラウド型へ移行するための検討

が始まった。しかし、同館の情報システム部（IT 部）の強

い反対にあい、検討そのものがストップしたままである。IT

部の反対の理由として、ほとんどが ITの専門技術者で構

成された同部の職員が失職する危険を強く訴えているから

だ。現地から伝わる情報では、同館におけるクラウド導入へ

の反対の動きを組合も支援しているから、なかなか状況が

打開できないようだ。また、IT 部門の反対の理由には、は

たして商業系のクラウド・システムがデータの保存に関して

絶対に安全であるかを問題視していることだ。もっともデータ

保存の安全性は、技術的な問題として、反対意見を説得で

きようが、基幹系クラウドシステムを提供している各社は、ク

ラウド導入に際して、もはやサーバーが不要になり、従来サー

バーの保守要員であるIT部門の技術者が不要になると宣

伝しているだけに、雇用確保の問題が絡み、解決がやっか

いのようだ。



札幌市青少年科学館
滝川市美術自然史館
旭川市博物科学館
郡山市ふれあい科学館
ミュージアムパーク茨城県自然博物館
那須塩原市那須野が原博物館

群馬県立自然史博物館
越谷市立児童館コスモス
千葉市科学館
千葉県立中央博物館
千葉県立現代産業科学館
ＮＨＫ放送博物館

東武博物館

地下鉄博物館
たばこと塩の博物館
目黒寄生虫館
東京消防庁消防防災資料センター
消防博物館
板橋区立教育科学館
府中市郷土の森博物館

多摩六都科学館
東芝科学館
東京ガス　環境エネルギー館
新江ノ島水族館

上越科学館
新潟県立自然科学館

黒部市吉田科学館
富山市科学博物館
福井県立恐竜博物館　
福井市自然史博物館
飯田市美術博物館
岐阜市科学館
岐阜県博物館
内藤記念くすり博物館

中津川市鉱物博物館
東海大学海洋科学博物館

ディスカバリーパーク焼津
トヨタ博物館
滋賀県立琵琶湖博物館

大阪市立自然史博物館

伊丹市昆虫館

姫路科学館
明石市立天文科学館
橿原市昆虫館
出雲科学館

夏の特別展「大恐竜展2012」
特別展「カメが見た太古の世界」～北海道の海、陸、空
夏休み特別展「絶滅ほ乳類の世界展」
ホワイエ企画展「惑星めぐり」
不思議いっぱい！貝たちの世界－蝸牛から鳥賊・蛸まで－
栃木県立博物館地域移動博物館
「石の上にも３億年－生きた化石のキセキ－」
第40回企画展「深海の生物－海底二万里の世界－」
夏期特別展「飛行機の飛ぶしくみから環境への取り組み」
夏の特別展「鏡がつくるふしぎな世界～万華鏡をのぞいてみよう～」
「シカとカモシカ－日本の野生を生きる－」
企画展「宇宙へのきぼう」
新・三銃士の世界～人形劇の歴史～
テレビ60年　カラー放送の時代
こんにちはふるさと　地域放送局のちから～NHK名古屋放送局～
企画展－東京スカイツリー®開業記念－
「浅草駅・とうきょうスカイツリー駅のうつりかわり」
千代田線車両の技術変遷展～ローレル賞の受賞を記念して～（仮称）
第34回夏休み塩の学習室「買い物ゲームで塩さがし！2012」
「寄生虫が松を枯らす－植物の寄生虫－」
夏の特別展「みんなで学ぼう地震のしくみ」（仮称）

2012年 宇宙の旅　～いたばしから宇宙へ～
特別展　あしもとネイチャーワールド　
　　　　展示で楽しむ　里山どうぶつ探検
夏の特別企画展「周期表・ゆかいな元素たち～元の素ってな～んだ！」
企画展「３Ｄイノベーション展～３Ｄブームから３Ｄライフへ～」
「自由研究に役立つプログラム（仮）」
7月のテーマ水槽「日本ファイト！水辺のアスリートも応援！」
夏期限定！深海タッチプール
今週のおすすめ深海生物水槽
8月のテーマ水槽「深海を連想させる身近な景色たち」
特別展「ドキドキわくわく ゆかいなおばけ展」 
特別展「きみたちの魔法化学『新』発見」
夏の特別展「謎解きアドベンチャー『失われた紋章』を探せ」
特別展「愛本橋を科学する」
特別展「恐竜－太古の足跡は語る－」
特別展「翼竜の謎　恐竜が見あげた「竜」」
第74回特別展「還暦記念　標本が語る郷土ふくいの自然の物語」
大恐竜展　謎の巨大恐竜　スピノサウルス
びっくり！昆虫ワンダーランド
特別展「ジオペディアぎふ～岐阜の大地から地球史を探る～」
企画展　江戸のくすりハンター山野蘭山
　　　　－採薬を重視した本草学者がめさしたもの－
第16回企画展「阿寺断層―活断層のわかったこと・わからないこと」
「みんなで挑戦！海の生きものマスター」
ふれてみてサメと海の生きものたち
特別展「夏のおもしろ体験展」
企画展「はたらく自動車」
企画展示「ニゴローの大冒険　
　　　　　～フナから見た田んぼの生き物のにぎわい～」
水族企画展示「ぼくらは田んぼの合唱団　－滋賀にすむカエルたち－」
第43回特別展
「のぞいてみようハチの世界～かわいい？こわい？おもしろい！～」
特別展「いたこんカーニバル２０１２」
プチ展示「日本のクワガタ」
特別展「ダイノパーツラボ～恐竜のからだのヒミツ～」
特別展「プラネタリウム長寿日本一記念たのしいはぐるま展」
第23回昆虫館特別展「世界のカブトムシ・クワガタムシ展」
出雲科学館10周年記念事業　世界の甲虫展

7月25日～ 8月19日
7 月21日～ 9月 2日
7月14日～ 9月17日
7 月 1 日～ 8月31日
7 月 7 日～ 9月17日
7 月14日～ 9月17日

7 月14日～ 9月 2日
7月21日～ 7月31日
7 月13日～ 9月 2日
7月 7日～ 9月17日
8 月11日～ 8月22日
4 月10日～ 8月31日
7 月18日～10月28日
7 月 3 日～ 9月 2日
5月22日～11月 4 日

6月19日～8月5日（予定）
7月21日～ 9月 2日
4月28日～ 9月23日
7 月14日～ 8月26日

7 月21日～ 8月26日
7 月21日～ 9月 2日

7月21日～ 9月 2日
7月24日～11月30日
7 月21日～ 8月26日
7 月 1 日～ 7月31日
7 月 1 日～ 8月31日
7 月14日～ 8月31日
8 月 1 日～ 8月31日
7 月21日～ 8月26日
6 月23日～ 7月16日
7 月21日～ 9月 2日
6月 9日～ 9月 9日
7月21日～ 9月 9日
7月 6日～10月 8 日
7 月20日～ 9月23日
6 月23日～ 9月 2日
7月27日～ 9月 2日
7月 6日～ 9月 2日
4月25日～ 3月24日

7 月22日～12月 9 日
7 月22日～ 9月 2日
7月28日～ 8月26日
7 月14日～ 9月 2日
7月14日～ 9月23日
7 月14日～11月25日

7 月14日～ 9月 2日
7月28日～10月14日

7 月18日～ 9月 2日
7月 4日～ 9月 2日
7月27日～ 9月 9日
7月14日～ 9月 9日
7月 3日～ 9月30日
8 月 9 日～ 8月28日

開　催　館 展　覧　会　名 開催期間

7月8月の特別展
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島根県立三瓶自然館
倉敷市立自然史博物館
笠岡市立カブトガニ博物館
広島市こども文化科学館
広島市江波山気象館
広島市交通科学館
防府市青少年科学館
山口県立山口博物館
徳島県立博物館
愛媛県総合科学博物館

福岡県青少年科学館

佐賀県立宇宙科学館
宮崎県総合博物館

夏の企画展「宇宙旅行は夢じゃない」
第21回特別展「岡山県の外来生物」
特別展示「謎の生き物？カブトガニの不思議展」
夏休みこどもスペシャル「時間旅行」展TIME！TIME！TIME！
企画展「体感！実感！音のふしぎ（仮称）」
ランボルギーニ・カウンタック展
青少年のための科学の祭典「おもしろサイエンスinソラール2012」
開館１００周年記念企画展「大鉄道展」
企画展「ほねほねワールド」
特別展「ディノ・ミュージアム～恐竜の生態と進化～」
夏の特別展「大ふしぎ展!!　魔法の国のアドベンチャー
　　　　　　　　　　　　～お城のなぞを解き明かせ！～」
夏の特別企画展「飛び出せ！宇宙へ！」
吉村作治の古代七つの文明展～人と地球と太陽の船～

7月14日～ 9月23日
7 月14日～11月 4 日
7 月20日～ 9月30日
7 月21日～ 9月 2日
7月28日～ 8月26日
7 月21日～ 9月 2日
7月24日～ 8月26日
7 月13日～ 8月26日
7 月20日～ 9月 2日
7月14日～ 9月23日

7 月21日～ 9月 2日

7月14日～ 9月17日
7 月14日～ 9月 2日

開　催　館 展　覧　会　名 開催期間
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リ ニ ュ ー ア ル
新江ノ島水族館
［更新箇所］タッチプール
［更新内容］イルカショースタジアムサブプール地階をタッチ
　　　　　 プールにリニューアル。
［公 開 日］平成24年 4 月 9日
　　　　　（既存プールは4月8日まで運営）
［準備期間］平成24年 3 月15日～ 4 月 8日

［更新箇所］深海Ⅰ（旧名称「深海コーナー」）
［更新内容］深海生物の長期飼育技術開発の研究の様子を
　　　　　公開しながら、今まで以上に深海の世界を楽しく
　　　　　 分かりやすく紹介。
［公 開 日］平成24年 7 月14日

［更新箇所］深海Ⅱ～しんかい2000～
［更新内容］1982年より20年以上にわたり潜行を行い、数々
　　　　　の研究成果をもたらし深海研究の飛躍的な発展
　　　　　に貢献した日本初の本格的な有人潜水調査船
　　　　　「しんかい2000」を深海調査研究の歴史等ととも
　　　　　に展示。
［公 開 日］平成24年 7 月14日

郡山市ふれあい科学館
［更新箇所］宇宙劇場（プラネタリウム）
［更新内容］直径23ｍドーム
［公 開 日］平成24年4月28日
［準備期間］平成24年1月10日～ 4月27日
［担当業者］（株）五藤光学研究所

多摩六都科学館
［更新箇所］プラネタリウムドーム
［更新内容］スターボール、デジタル全天周投影システム、ス
　　　　　 クリーン、コンソール、シート等ドーム内をすべて
　　　　　 一新。
［更新面積］482.34㎡
［公 開 日］平成24年 7 月 7日
［工事期間］平成23年11月1日～平成24年 6 月30日
［担当業者］（株）五藤光学研究所
［総 工 費］約 4 億円

ま ほう
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--- ご希望の恐竜・化石・動物・人類の
　　標本及び模型を探しご案内いたします ---

マラウイサウルス
ティタノサウルス科
全長----10m 

株式会社 ゼネラルサイエンスコーポレーション
〒107--0052  東京都港区赤坂3--11--14 赤坂ベルゴビル802

TEL:03(3583)0731 ／ FAX:03(3584)6247
e--mail:sizensi@shibayama.co.jp

http://www.shibayama.co.jp

こころを動かす空間をつくりあげるために。
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